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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください

「卒業おめでとうございます」 

        学年主任 植原孝仁 

甲府東高校での３年間はいかがだったでしょうか。人生の中では、３年間という短い期間でしたが、多くの

苦悩や葛藤があり、様々なことを懸命に考え続けた密度の濃い時間だったのではないかと思います。私は、

「考える」と「生きる」はほぼ同義語のように思っていますが、高校生の今は分からなくても、後に人生を振

り返ったとき、高校時代を懸命に生きた実感というか命の密度の濃さというかを懐かしく思うときがくるので

はないかと思います。 

イェール大学助教授で経済学者・データ科学者として活躍されている成田悠輔氏が、昨年、ある学校の卒業

式で行ったスピーチが話題を集めました。成田氏のスピーチは、ちょっと違った切り口で話されていて興味深

いです。多分普通の人は言わないようなことを、彼はスピーチの最後の方で話の主旨として言っていて、私自

身少し考えさせられました。それは一言でいうと「成功を目指すのではなく『ニコ没』が大事」だそうです。 

成田氏によると、戦後、GHQから財閥解体を迫られながらも、当時の渋沢財閥のトップ渋沢敬三が戦後の

大蔵大臣になったという事情もあって、GHQから「渋沢財閥だけは財閥解体から免除してやってもいいぞ」

という特権をもらいかけたらしいです。にもかかわらず、渋沢敬三は、自ら解体することを選びました。その

ことを、渋沢敬三は「ニコニコしながら没落する」を略して「ニコ没」というキーワードで表しているそうで

す。渋沢敬三は、日本社会、あるいは日本経済を次のステージに持っていくために、あえて自分自身がニコニ

コと没落する、という選択をしたそうです。そのことを踏まえ、成田氏は「みなさんにもぜひニコニコと没落

していただきたいと思っている」という形でスピーチを締めくくっています。 

今話題の政治家に聞かせたいところですね。それはさておき、「ニコ没」は前提に大きな成功を収めた後の

話のように聞こえますが、私はそうとは限らないと思っています。いつか私にも「ニコ没」といえるような時

が来るのかもしれません。皆さんにとって成田氏のスピーチの主旨は先の先の話ではありますが、少し考えて

みてもいいことのように思います。さて、成田氏はこうも言っています。「上手くいくか分からない、多分失

敗するという中であったとしても、とりあえず足を踏み出してみる。そういった意味不明な勇気をどう持つか

が大事なんじゃないか。成功はいったん忘れた方がいい。」 私も、皆さんが様々なことに挑戦する人生を歩

んでいってもらいたいと思っています。例え、成功しなくても。 




